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世界でも有数の地震国"日本"。今年1月には、石川県能登半島で最大震度７の揺れ

を観測する非常に強い地震が発生し、交通網に重大な被害をもたらせました。高速

道路走行中のある日突然大地震に見舞われたとき、あなたはどのような対策がとれ

ますか？その時のために基本的な対策と運転マナーを心得ておきましょう。

★急ハンドル、急ブレーキをかけないで、

ゆっくりと減速し、あわてずに道路の

左側路肩に停車しエンジンを止めま

しょう。

★エンジンを止め、ハザード

ランプを点灯してガードレ

ールの外などに避難しまし

ょう。

★車両火災が発生したら、直ぐ

に 11 9番 して可能であれば消

火器等で初期消火、危険であ

れば消防を待ちましょう。

★長 大のり面の下、トンネル出入

り 口付近では、崩落の危険があ

る ので極力その場所を避けて停

車しましょう。

★ラジオ等で最新の情報を収集し、

周囲の状況を確認しながら行動し

ましょう。

※エンジンを停止させ、窓ガラスをしっかり閉めましょう。

※ドアはロックせず、エンジンキーを車内に置いておきましょう。

※可能であれば車内に連絡先を記したメモを残しておきましょう。

※貴重品等は、車内に残さないようにしましょう。

やむを得ず車から離れるときは



アイスバーンの路面は、乾燥路面の８倍もすべりやすく、

一度すべり出したらほとんどコントロールが利かなくなります。

L ア イ ス バ ー ン は ス ケ ー ト リ ン ク と 同 じ

フロン トガラスに湿った雪がたまり 、ワイパーが浮き上がっ

て全く利かなくなることがあります。

L ワ イ パ ー が 浮 き 上 が っ て 利 か な い

大型車など と並行 して走行 してい る時 、 車輪で雪をはね ら

れ 、一瞬目の前が見えな く なる こ とがあります 。慌てて急ブレ

ーキや急ハンドルなどの操作を行わないようにしましょう 。

L 雪 は ね で 目 の 前 真 っ 白

雪の降り始めや雪解け時に起きるシャーベット状態、

タイヤの溝に雪がつまった時など突然すべり出します。

L シ ャ ー ベ ッ ト は 急 に す べ り 出 す

踏み固められた圧雪状態の路面は 、傾いていたり 、凸凹

していたり 、わだちができて予想もしない方向に車が進んで

しまうことがあります。

L わ だ ち は ハ ン ド ル を 取 ら れ る

地吹雪は地上２メートルくらいまで巻き上がります。

乗用車は前後左右全く視界が失われることがあります。

L 地 吹 雪 で 前 が 見 え な い

前が見えに く く 、 後ろの車からも確認しづらいので危険 。サ

ービスエリア・パーキングエリアでこまめに除いてください。

L ヘ ッ ド ラ ン プ 、 テ ー ル ラ ン プ に 雪 が 付 着






